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展覧会
＊祝日の場合は開館
　翌平日が休館なら歴史芸術文化村 芸術文化体験棟 交流ラウンジ 月曜休館

2.　　 　　《落下する水‒那智滝》1991年｜ラムダ・プリント｜172×100cm
1.　 　　　《七色ダム 3》2023年｜インクジェット・プリント｜172.4×100cm

3.　 　　　《Quicksilver 6》2007年｜ゼラチンシルバー・プリント｜100×125cm
4.　 　　　《Bottles‒精製水》1982年｜ゼラチンシルバー・プリント｜61×50.8cm
5.　　 　　《暗い水‒白山 IV》1993年｜ゼラチンシルバー・プリント｜125×200cm

表面　　　《津風呂ダム 2》（部分）2023年

　

　本プログラムでは、撮影の様子や合間に行ったインタビューをまと

めたドキュメンタリー映像を製作しています。自然をそのまま写し取る

のではなく、宇宙と対峙し、自身の「場所」を提示するように制作す

る作品には、大きなエネルギーと静寂を同時に内包する緊張感があ

ります。そこからは私的な感情や揺らぎはうかがえません。山本さんは、

なぜ写真を撮るのか。たゆまず思考し、制作し続ける姿を捉えた映

像と、その視線の先にある作品を、ぜひ展覧会でご覧ください。

　山本さんは40年以上にわたり、様々な
姿の「水」を主な被写体としてきました。

本展では、奈良県内の河川やダムを撮影し

た新作を展示します。

　作品について山本さんに尋ねると、度々

宇宙の話が出てきます。水は太陽の光を強

く反射しながら、重力によって動きます。

また写真は、光をレンズで一点に集め、像

を結んだ現れです。水を撮影することは、

写真を通して宇宙に触れようとする試みで

しょうか。

　文化村クリエイションは、先進的な取り

組みを行うアーティストを招聘し、制作・

発表を行うと共に、創作の過程を開いてい

く試みです。vol.4となる今回は、写真家
の山本糾さんをお招きします。
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1950年香川県生まれ、写真家。武蔵野美術大学商業

デザイン科卒業。水を主な被写体に作品を制作する一

方、現代美術の撮影にも多く携わる。主な展覧会に、「ク

ローサー」（ルナミ画廊/東京/1982）、「写真の過去と現在」

（東京国立近代美術館・京都国立近代美術館/1990）、

「空間・時間・記憶 ‒Photography and Beyond in Japan」

(原美術館/東京/1994)、「In Search of Form」（釜山市立

美術館/韓国/2001）、「ATTITUDE 2007」（熊本市現代

美術館/2007）、個展「落下する水」（国際芸術センター

青森/2010）、個展「光・水・電気」(豊田市美術館/2012)、

「対馬アートファンタジア」（長崎/2014-2021）、個展「何

も変えてはいけない」（ヒノギャラリー/東京/2018）、個展

「発光する場」（ANOMALY/2023）などがある。

山本 糾
Tadasu Yamamoto

2   25（火）
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